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たまごはおなかの
なか

中でどのようにしてできるの

●さいしょにできるのは、たまごの
き み

黄身

 にわとりのたまごは、７０～７５センチメートルの
なが

長さの
ゆら ん か ん

輸卵管の中でつくられます。

はじめ、卵巣（らんそう）で、
き み

黄身のもとがたくわえられたあと、
し だ い

次第に
おお

大きくなり、
らん

卵
かん

管に
おく

送られます。この
らんかん

卵管では
き み

黄身が
おく

送られてくると、
やく

約３
じ か ん

時間かかって
し ろ み

白身が
き み

黄身を
つつ

包

みこむようについてきます。そして、
し ろ み

白身のまわりに
やく

約１
じ か ん

時間３０
ぷん

分かけて、うすいまく

を
つく

作ります。

 
つ ぎ

次に、
らんかくせんぶ

卵殻腺部というところで、
やく

約２０
じ か ん

時間かけて、
し ろ み

白身のまわりにからを
つく

作るのです。

 からができたら、３～５
ふん

分で
たまご

卵をうみます。

●かたいからは、
こおり

氷がはるようにできていく

 
し ろ み

白身とからの
あいだ

間にあるうすいまくができたあと、このまくに、つぶつぶがたくさんつき

ます。そこへ、カルサイトという
たんさん

炭酸カルシウムが
で

出てきて、つぶつぶとむすびつき、
にゅう

乳
とうそう

頭層を
つく

作ります。この
うえ

上にたんぱ

く
しつ

質のせんいがあみの
め

目
じょう

状に
ひろ

広が

り、そこにカルサイトがまたくっ

ついて、たまごのからができ
あ

上が

るのです。ちょうど
みず

水の
ひょうめん

表面を
こおり

氷

がはっていくように、カルシウム

のまくがかたまって、からを
つく

作っ

ていくのです。（監修 今泉忠明）


